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研究課題名「下垂体腫瘍に対する新規遺伝子学的診断法の探求 -術前計画と術

中判断への応用-」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、2024年 3月から 2027年 1月の間に、名古屋医学医学部附属病院脳

神経外科にて内視鏡下経鼻的下垂体腫瘍摘出術を受け、成長ホルモン産生下垂体腫瘍ま

たは副腎皮質刺激ホルモン産生下垂体腫瘍と診断された患者です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：成長ホルモン産生下垂体腫瘍や副腎皮質刺激ホルモン産生下垂体腫瘍のよ

うな機能性下垂体腫瘍においては、完全摘出によりホルモンの過剰産生をなくして病

態を改善させる、すなわち内分泌的寛解状態を目指すことが重要です。 

そこで本研究では、成長ホルモン産生下垂体腫瘍や副腎皮質刺激ホルモン産生下垂体

腫瘍における、特定の遺伝子の変異を対象とした術中遺伝子診断を試みます。今回の

研究では、通常摘出する範囲である腫瘍の中心部分、腫瘍被膜と思われる部分、正常

との境界と思われる部分の 3点において特定の遺伝子異常の有無を調べ、遺伝子解析

により腫瘍と正常部分の境界診断が可能かどうか検討します。十分に判断できること

が分かれば、今後は遺伝子解析の結果により腫瘍と正常部分の境界を正確に同定する

ことができ、より安全に完全摘出を目指す方法を確立することができると考えます。 

 

研究方法：成長ホルモン産生下垂体腫瘍・副腎皮質刺激ホルモン産生下垂体腫瘍の手

術中検体に対して 15分程で遺伝子解析を行うことができる手法を用いることで、今回

の研究対象となる特定の遺伝子変異の有無を調べます。通常摘出する範囲である腫瘍

中心部分、腫瘍被膜と思われる部分、正常との境界と思われる部分の 3点で遺伝子変

異の有無を測定して比較します。すなわち今回の研究では摘出範囲は従来通りとなり

ます。 

 研究登録時に診療録番号（カルテ ID）、氏名、生年月日等の個人を識別できる情報

を削除し、研究登録 IDを作成します。研究登録 IDと加工する前の情報とを照合でき

る対照表等については、研究責任者が施錠可能な書棚に保管します。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2029年 1月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 



 

 

 

 情報：年齢、性別、病歴、血液検査結果、疾患名等 

 試料：血液、手術で摘出した組織等 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  佐藤 佳輝  （電話 052-744-2353 、ファックス 052-744-2360） 

竹内 和人 （電話 052-744-2353 、ファックス 052-744-2360） 

    永田 雄一  （電話 052-744-2353 、ファックス 052-744-2360） 

 

  住所：〒466-8560 愛知県名古屋市昭和区鶴舞町 65番地 

 

研究責任者：名古屋大学大学院医学系研究科・脳神経外科学・病院講師 竹内 和人 

 


